



















になった。 制服とい うと ただ単にシンプルな同形 ・同色の服装にすれば良いという固定観念
にとらわれがちであるが，制服は着用されること によって，その職務の種類， 内容を明確に表
現するものであって，職性のもつ雰囲気を損なうようであってはならないのである。































(4）前後ヨークのショルダー ・ポイン 卜の部分は，身頃と 0.5交互させる。
(5) 図3の袖は山を幾分高めに用意し，丈は4cmの折りかえし分を加え，内袖と外袖に0.5
cmの差をつける。







(4) フイ ッテングは， 着装者の身体と衣服のコミ ュニケーシ ョンであるため入念に行なう。
2.製作
(1) 身頃，ヨーク，前立てそれぞれに縫いづれを防ぐために合印を入れる。










































































写真2 レイヤード・ルック 写真3 基本スタイ ル ニッ ト用レジロンミ シン糸，



























せシティ・カジュアルと して，街角に， そして並木通りに何の違和感もなく 融和する。
スカーフ，ベル トなどでコーディネ 卜ー したり， レイ ヤード ・ルックで画一的なものでも幾
つかの変化を取り入れて，時にはイメージチェンジを して，個性的に着用者のワードローブを
広げ快適に着こなしが出来ると思われる。
今後は知識や概念で判断するのではなく ，スピーディ な現代生活と ファ ッション性を背景に
大きな視野で，自分の日をとおして，確かな感覚で対象をとらえていきたい。
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